
 地　　域 大　　学 短大・高専・専門学校 高　　　校 

 盛　　岡 181,188（186,595） 156,352（165,269） 144,563（143,313） 

 岩手中部 179,125（174,735） 157,244（152,246） 145,282（140,484） 

 胆　　江 178,143（195,000） 146,125（153,044） 142,262（140,936） 

 両　　磐 178,200（178,417） 156,000（　  ―  　） 138,346（137,154） 

 気　　仙 169,571（172,400） ×　（　  ―  　） 135,557（134,017） 

 釜石・遠野 ×　（　  ×　  ） ×　（　  ×　  ） 136,909（133,085） 

 宮　　古 ―　（　  ―  　） ―　（　  ―  　） 136,400（　  ―  　） 

 久　　慈 170,200（170,000） ―　（　  ×  　） 125,125（134,070） 

 二　　戸 ×　（　  ×　  ） ×　（　  ×  　） 130,700（128,063） 

 全  地  域 177,680（179,644） 155,648（156,782） 140,393（138,746） 
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（単位：％） 

広域生活圏別 
初任給 

　初任給見込額（平成15年4月）

を広域生活圏別にみると、最も

高いのは大学卒では「盛岡」が

181,188円、短大・高専・専門学

校 卒 で は「 岩 手 中 部 」が

157,244円、高校卒も「岩手中部」

が145,282円となっている。 

人材の育成方法 

新卒者採用などに 
関するご意見 

新卒者採用などに 
関するご意見 

●　技術職の採用及び社員教育の難しさ
を痛感しております。高卒者を採用して
も、本人と会社の職業に対する考え方等
の違いが大きく、技術を身につける前に
退職する傾向があり、人材育成、雇用の
問題は重要と考えております。 
 
●　経済環境が低迷の中、新規採用は極力
控えています。しかしながら、その中に
も忙しい時もありますので、この対応は
パート、臨時採用にて行っています。こ
の結果、人材の高齢化が進み将来的マイ
ナスを懸念していますが、企業存続のた
め（中期的）には、仕方ない処置と考えて
おります。 

 
●　業界も競争が激化しつつある状況の
ため、今後は増員せずに社内教育を徹底
し、少数精鋭で望む方針。 

 

●　合理化、省力化、機械化に迫られてお
り人員削減の方向にあり、高齢者の雇用
延長と新卒採用との要請になかなか応
えることが出来ない状況にある。 

 
●　昨年夏、当社に工業高校の生徒が一人
職場実習で３日間来ました。職場実習は、
当社社員にとっても又実習生からの手

紙を見ても大変有意義なことでした。幅
広くやられた方がいいのではないかと
思った次第です。 

 
●　受注額の減少に伴い経費の削減等努
力はしているものの、不況は脱せず更な
る削減が必要となっています。リストラ
の声も聞こえる中、新卒者の採用はなか
なかきびしい時勢でありますが、若い技
術者も育てておかなければ将来につな
がらないとも思います。 
 
●　地域から若い人達の職場がなくなり、
今後地方経済が益々沈下していくと大
変な危機感をもっている。 

 
●　求人不足ばかりよく言われるが、新卒
の定着率の悪さについても検討して欲
しい。 

　人材育成法についてみると、「OJT（職場

内研修）」が77.8%と最も多く、以下「外部

研修会への参加」52.6%、「社

内研修会への参加」42.9%、

「通信教育の受講」6.8%

となっている。 

いわて起業家大学 

ファーストステージ 
（セミナー形式） 

○　ビジネスプラン作成講座　等 

セカンドステージ 
（選定されたビジネスプランの検討） 

○　ビジネスシミュレーション講座 
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講師：福島正伸先生 

起業家大学  
 S T E P

　アイフェイスの高橋暁子さん。「実は県立
大学のソフトウェア学部に入学が決まって4
月からは二足のわらじになるんです。」と専
門知識習得に余念がない。この日はいわて起
業家大学の「同級生」に無料のパソコン指導。「福
島先生の教えを守り、助け合いです。」（笑） 

　天木さんは、いわて起
業家大学への参加につい
て「自分が何をやりたい
のか冷静に見つめ、恥と
かプライドとか捨てた方
がいいと思います。そう
すれば、すべてのことが
自分のための勉強だと思
えますし、身に付いてい
くんです。」と、語ってく
れた。 

いわて起業家大学  
 受講生紹介  

　「元気な地域経済を目指し、夢を創り、夢を実現す
るため、独立して起業したい人」――企業内外でこ
うした方々を増やすために開講しているのがいわて
起業家大学です。今回は3月の修了を目前に控えた
高橋暁子さんに起業家大学で学んだこと、そしてこ
れから行おうとしている事業について伺いました。 

アイフェイス 
　MOT（Microsoft Official Trainer）の
資格を持ち、ビジネスソフトの主流であ
るMicrosoft Officeなどのソフトの操作
を得意とする高橋暁子さんと、システム
やハードに強い天木誠さんが設立。4月か
らの本格運営のために、現在指導手順や
運営方法の確立を急いでいる。 

　盛岡市大通3-6-12 
開運橋センタービル3F 

　TEL 019-606-6700 
　FAX 019-606-6701 
　Eメールアドレス　 

iface@user.moriokaisc.jp

「助け合う心」 
  が大事だということを 
  教わりました。 

 
 
 
 
 
 
 
高橋暁子さん（以下「高橋」）「以前パソコ
ンスクールでインストラクターをしてい
たんですが、もっと教える質を高めたいと
いう欲求があったんです。そうした中で天
木さんと知り合い、これは事業として成り
立つのではないかと考えるようになりま
した。そうした流れの中で天木さんからい
わて起業家大学の存在を教えてもらいま
した。」 
天木誠さん（以下「天木」）「起業を考え始
めた頃から自分のスキルアップを常に意
識していました。さまざまな情報の中で、
岩手で事業を行うことや費用の面でも私
たちの立場で考えてくれるいわて起業家
大学を選びました。」 
 
 
 
 
高橋「まず『起業家マインドパワーアップ
講座』からスタートするのですが、ここで
講師の福島正伸先生から起業家としての
精神を教えてもらいました。精神というと
堅苦しく聞こえるかもしれませんが、福島
先生はお話しがうまいし、面白いんです。
この時点で引き込まれて、後は夢中でしたね。」 
天木「福島先生のお話しを聞くたびに視野
が広がるのを実感しました。先生自身が見
たり体験したりしてきた成功や失敗例は、
これからのビジネスプランの参考になり
ました。」 
 
 
 

高橋「実は現在入居している盛岡市のイン
キュベートルーム内にも起業家大学で知
り合った人がいるんです。本当に偶然なん
ですが、私の知らない多くの世界の人と知
り合うことができましたね。」 
天木「福島先生自身が人と人をつなぐ名人
でもあるんですよね。『あそこのグループ
にこんな人がいるから話してみては』とか
教えてくれるんです。」 
 
 
 
 
高橋「プレゼンテーションには起業家大学
以外の専門の方々も参加しますので、緊張
すると同時に勉強になりますね。自分自身
の表現の仕方、説得の仕方、そして度胸。で
もそうしたことを通して、自分自身が何を
やりたいのかより明確になってきます。」 
 
 
 
 
高橋「いよいよ4月から本格始動するんで
すが、『あきらめず、励まし、イライラしない』
インストラクターを目指します。福島先生
の言う『起業家の基本は助け合いの心』を
大事に…。」 
天木「インストラクターは数多くいますが、
他とは違うということを早くアピールし
たいですね。そのためにも実績を着実に上
げていきたいと思います。」 
 

　高橋暁子さんが起業家大学を知ったのは、
かつての職場の同僚で、現在「アイフェイス」
のビジネスパートナーである天木誠さんか
らの情報だという。お二人が目指すのは「質
の高いパソコンインストラクター」。操作を
教えるだけではなく、パソコンを「使いこなす」
までのサポートを行いたいという。 

　天木さんはすでに修了し、高橋さんは現在
セカンドステージのビジネスプレゼンテーシ
ョンに取り組んでいる。 

　「アイフェイス」として起業したお二人。こ
れからのビジネスプランをどのように考えて
いるのだろうか。 

　いわて起業家大学では、起業を志す仲間同
士が、それぞれの人脈・ノウハウ・アイディア
等を活用し、相互支援することによって、独力
の数十倍もの効果を得られるネットワークづ
くりに重点を置いています。 
　こうしたネットワークが少しずつ岩手の地
に根付き、ビジネスや地域活動の場で、着実
に変化を起こしつつあります。 
■問合せ先 
　新産業推進課　TEL. 621-5070

　いわて起業家大学のもう一つの特長は、「起
業家」というキーワードの中に異種他業種の
方々が参加する点だ。 

　ほとんど見知らぬ100名が一緒に受講す
るいわて起業家大学。その印象はどうだった
のだろう。 
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